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なかよしについて考えよう 

 １１月は「なかよし月間」と銘打ち、１カ月に渡り集中的に

人権問題を考える機会をとりました。人権感覚を高めるととも

に、差別や偏見に気づきなくしていこうとする態度を養う学習

を進めました。 

  ○校長講話：あいさつについて 

  ○児童会活動：福祉委員会による 

さん君呼びミッション 

  ○PTA講演会：ネットここが心配  

～オンラインゲーム・ＳＮＳの危険性と留意点～ 

  ○なかよしのちかい：なかよし月間中に達成したい目標を書いて、校内に掲示。 

また、学年の段階に応じて、授業やその他学校生活のいろいろな場面で、人権にかかわることについ

て学びました。お互いを認め合い、やさしい気持ちがあふれる学校づくりをこれからも進めていきた

いです。 

 

授業参観 

 なかよし月間ということで、それぞれの学級で人権にかかわる学習の

様子を見ていただきました。（５・６年の保護者の皆様は子どもたちと

一緒に講演会に参加していただきました。） 

 お忙しい中、ご来校いただきありがとうございました。授業で扱って

いた内容について、ご家庭でも話題に出していただけると、子どもたち

の人権感覚がより磨かれていくと思いますので、よろしくお願いしま

す。 

 

あすチャレ！スクール（６年生） 

 今月２４日（金）に元車いす陸上選手の永尾嘉章さんを講師にお招き

して、車いすを使ったパラスポーツについて学びました。陸上用の車い

すを使うと、選手は時速５０㎞でタイヤを回せることを知ったり、実際

にバスケットボール用の車いすでリレーを行い、進んだり回ったり止ま

ったりすることの難しさを体感したりして、障がい者の方のすごさを感

じる時間となりました。「自分と違う」ということに対してもその人を

ありのまま受け止められる、そんな大人になっていってほしいです。 

 

本となかよくなろう 

１１月１３日から２７日の１０日間は読書旬間でした。 

  ○図書委員会による読書郵便 

  ○図書委員会による本の紹介・読書クイズ 

  ○図書館の本の３冊貸し出し 

  ○朝読書の拡充 

  ○先生方のおすすめ本の紹介 

○親子読書（読書カードではご協力をありがとうございました。） 

を行うことで、本に触れる時間を作ってきました。お家でも、

本と親しむ時間が増えましたか。読書旬間は終わりましたが、

これからも本の世界を楽しんでほしいと思います。 

人権講演会の様子 

おすすめ本の展示 

車いすリレーの様子 

授業参観の様子 



 

１２月の主な行事 

※１２月のカウンセリングは、１２月５日（火）９：３０～１２：３０となります。ご希望の方は学
級担任までお申し出ください。 

 

１日（金）～８日（金）相談週間      １６日（土）金管ありがとうコンサート 

５日（火）食物アレルギー面談       ２１日（木）４年創造館学習 

      スクールカウンセラー来校日   ２２日（金）全校体育 

６日（水）６年薬物乱用防止教室            １年１組姿勢教室 

      ４年社会科見学                     ５年クラスコンサート 

８日（金）こんぺいとうの会        ２５日（月）臨時児童総会 

１１日（月）児童会③                  食物アレルギー面談 

１２日（火）あそうぼう会          ２６日（火）２学期終業式 

１３日（水）～１９日（火）個別懇談会    ２７日（水）～１月９日（火）年末年始休業 

１５日（金）学年費引き落とし日       ２８日（木）給食費引き落とし日 

令和５年度 全国学力・学習状況調査 結果（概要）について 

 ４月に実施した全国学力・学習状況調査では、平均正答率で見ると、国語・算数とも全国平均を少

し下回る結果でした。特に、無回答率が全国に比べると高いものが複数あり、難しそうに感じる問題

に対する粘り強い取り組みに課題があることが分かりました。 

 国語では、情報と情報との関係づけの仕方と、話し手が伝えたいことや自分が聞きたいことの中心

をとらえることは、全国平均を上回りましたが、文章でまとめることに関する問題が、全国平均を下

回りました。授業の中で、情報収集したことを使って、自分の考えを文章でまとめていくことを大事

にして、苦手な部分の克服につなげていきます。 

 算数では、表から変化の特徴を読み取ったり、一の位が０の二桁の掛け算を行ったりすることは、

全国平均と同じぐらいできています。しかし、国語と同様、自分の考えを文章で説明する問題は全国

平均を下回りました。算数の授業においても、ただ答えを出すのではなく、どうしてそのやり方で正

解にたどり着けるのかといったことを話し合う言語活動を多く取り入れていくことで、説明する力

をつけていくようにしています。 

 児童質問用紙からは、就寝・起床の時刻が毎日決まっていたり、家庭学習の習慣化ができていたり

していることが伺えました。保護者の皆様のご協力に感謝です。自分には良い所があると思える子ど

もが全国平均を上回っている一方で、良い所がないと思っている子どもも全国平均より多いことが

分かりました。学校生活の様々な場面で子どもたちの良さを見つけ、自己肯定感を高める指導を今後

も続けていきます。 


